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NIHの Stem Cell Research関連情報サイト：http://stemcells.nih.gov/
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EOS Vol.86瞞　19 JULY 2005 より
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 エネルギー分野 TOPICS Energy










　20 回目の欧州太陽光発電会議（20th European 
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 ２） 建材中の石綿含有率の分析方法について (基安化発第0622001号 )：http://www.mhlw.go.jp/new-info/
kobetu/roudou/sekimen/hourei/050622-1.html
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②  PC グリッド・コンピューティ
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　社会のデジタル化がさらに進む
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1981 年と 1999 年の７月から９月の各地点のアメダスデータから 30℃を超えた延べ時間数を集計し、分布を等時間線
で示したものである。
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3   ヒートアイランド対策 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
図表 4　建築物の設計に当たって配慮すべき事項７）
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　　　OA機器、民生用家電機器の効率向上 個別 短期 B B 個人、事業所、自治体
　②冷暖房・空調システムの高効率化
 　　　高効率な冷凍機、熱源機器の導入 建物 短期 B B 個人、事業所、自治体
　③空調システムの適正な運転等
　　　室外機の適正配置 建物 短期 B B 個人、事業所、自治体
　　　冷却塔の使用 建物 中短期 ― A 個人、事業所、自治体
　　　夜間システム運転の自粛 建物 短期 A ― 個人、事業所、自治体
　④建物の断熱、遮熱機能の向上
　　　高断熱建材の適用（内断熱） 建物 中短期 C C 個人、事業所、自治体
　　　高断熱・遮熱建材の使用（外断熱） 建物 中短期 A D 個人、事業所、自治体
　⑤建物緑化、保水性建材の適用
　　　建物緑化、保水性建材の適用（外断熱） 建物 中短期 A A 個人、事業所、自治体
　⑥壁面、屋根の反射率改善
　　　壁面の淡色化、高反射率の屋根材 建物 短期 A A 個人、事業所、自治体
　⑦交通対策の導入
　　　交通需要マネージメントや低公害車の導入 都市 中長期 B C 個人、事業所、自治体
　　　自転車など代替手段の活用 区 中短期 B C 個人、事業所、自治体
　⑧地域冷暖房の導入
　　　建物排熱の地域レベルでの集中管理 街区 中期 A A 事業所、自治体
　⑨未利用エネルギーの利用
　　　海水、河川水、地下水の利用 区 中長期 B B 事業所、自治体
　　　都市施設排熱の利用
　　　　工場、地下鉄、ビル、発電所、変電所等の排熱利用 街区 中期 B B 事業所、自治体
　　　廃棄物からのエネルギー回収
　　　　廃棄物発電・熱供給 区 中期 B B 自治体
　⑩自然エネルギーの利用
　　　太陽光発電 建物～都市 短～長期 B B 個人、事業所、自治体
　　　太陽熱利用 建物～都市 短～長期 B B 個人、事業所、自治体
盪人工被覆物の改善（顕熱輸送の削減と潜熱輸送の拡大）
　①舗装材の反射率・保水性の改善
　　　舗装材の色選択や透水性舗装の採用 都市 短期 B B 自治体
　②緑の確保
　　　公園緑地等の保全・整備 区～都市 中長期 A A 事業所、自治体
　　　街路空間の緑化 区～都市 中期 B B 自治体
　　　住宅の緑化 個別 短期 B B 個人、事業所、自治体
　③建物緑化、保水性建材の適用（顕熱の削減）
　　　建物緑化、保水性建材の適用 建物 中短期 A A 個人、事業所、自治体
　④開水面の確保
　　　小河川の開渠化や公園における水面の設置 区～都市 中長期 B A 自治体
蘯都市形態の改善（移流の改善および総合）
　①建物配置等の改善
　　　ビルや道路の配置改善、風の道・水の道の積極的利用 街区～都市 中長期 B B 自治体
　②土地利用の改善
　　　大規模な公園緑地の配置、業務施設の再配置など 都市 長期 A A 自治体
　③エコエネルギー都市の実現
　　　エネルギーのカスケード利用・産民のエネルギー利用の有機的結合 区～都市 中長期 B B 自治体
　④循環型都市の形成
　　　エネルギーや資源の有効利用、リサイクルを考慮した環境共生都市 区～都市 長期 B B 自治体
《効果の特性》Ａ：効果大　Ｂ：効果中　Ｃ：効果小　Ｄ：逆効果
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図表 8　目黒川の気象観測装置（2005 年７月28日14 時 24 分筆者撮影）
写真奥が東京湾につながる。風向計が東京湾側を示している
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テム」（Global Earth Observation 
System of Systems ＝ G
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EOSS）10
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2   複数システムからなる全球地球観測システム（GEOSS）蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
図表 1　21 世紀以降の地球観測関連の国際的な進展の経緯
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災害 健康 エネルギー 気候 水 気象 生態系 農業 海洋※
土地利用 中 高 中 中 中 中 高 高 低
生態系パラメータ 低 中 低 高 中 低 高 高 高
火災 高 高 低 低 低 低 高 高 低
雪氷 中 中 中 高 高 中 中 中 中
気温／海面温度 高 高 高 高 中 高 高 高 高
水質 高 高 低 低 中 低 高 高 高
海洋循環 低 低 低 高 低 中 高 低 高
海色（葉緑素） 低 高 低 低 低 低 高 低 高
大気成分 高 高 高 高 高 低 低 低 中
風速・風向 高 高 低 高 低 高 中 中 高
雲の量 中 低 低 高 低 高 低 中 中
宇宙天気 高 中 高 低 低 低 低 低 低






高 重要性が高い 中 ある程度重要性がある 低 重要性は低い
※GEOSSでは［海洋］という分野はなく、その代わり［生物多様性］が入っている。 米国資料５）より抜粋
3   現場観測システムの動向 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
科 学 技 術 動 向　2005年 9月号





















































































タ イ ロ ス
IROS を打ち上げ、1972 年には
陸域観測衛星L






























































科 学 技 術 動 向　2005年 9月号





オ ー ブ ビ ュ ー
rbView、Q
ク イ ッ ク バ ー ド
uickBird、I


































メ テ オ サ ッ ト






























































































































GPM 二周波降水レーダ DPR NiCT／ JAXA マイクロ波
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利用ニーズ主導の統合された地球観測システムの構築　̶エビアンG8サミットに始まりグレンイーグルズサミットでも言及された「GEOSS」の推進̶
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ク エ ー ク サ ッ ト
uakesat衛星により地震によると
思われる電磁波を検出している。
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8   おわりに　―我が国の統合的な地球観測体制のあり方への提案―蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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02）  地球観測の推進戦略 総合科学技
















05）  Strategic Plan for the U.S. 




































18）  「FY 2007  Admin i s t ra t i on  
Research and Development 
Budget Priorities」、 大 統領府、
科学技術政策局、2005年７月８日
19）  米国の地球観測活動に関する
NASA ／ GSFC の GCMD ホ ー
ムページ：http://gcmd.nasa.gov/
records/GEOSS_Tools.html
















25）  U.S.-Japan Space Policy―A 
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■略語のフルスペル■
ALOS：Advanced Land Observing Satellite　「陸域観測技術衛星」(日 )
AVHRR：Advanced Very hige Resolution Radiometer　「改良型高分解能放射計」(米 )
AVNIR：Advanced Visible and Near Infrared Radiometer　「高性能可視近赤外放射計」(日 )
CEOS：Committee on Earth Observation Satellites　「地球観測衛星委員会」
CSIS：Center for Strategic and International Studies　「戦略国際問題研究所」（米）
DMSP：Defense Meteorological Satellite Program「防衛気象衛星計画」(米 )
DoD：Department of Defense　「国防総省」(米 )




EORC：Earth Observation Research and application Center　「地球観測利用推進センター」(日 )
ERS：European Remote Sensing Satellite　「欧州リモートセンシング衛星」
ESA：European Space Agency　「欧州宇宙機関」
EUMETSAT：European Meteorological Satellite Organization　「欧州気象衛星機構」
FAO：Food and Agriculture Organization　「国連食糧農業機関」
GCOS：Global Climate Observing System　「全球気候観測システム」
GEO：Group of Earth Observation　「政府間の地球観測作業部会」
GEOSS：Global Earth Observation System of Systems　「複数システムからなる全球地球観測システム」
GMES：Global Monitoring for Environment and Security　「環境と安全のための地球モニタリング」（欧）
GOES：Geostationary Opreation Environment Satellite　「静止気象衛星」(米 )
GOOS：Global Ocean Observing System　「全球海洋観測システム」
GPM：Grobal precipitation Measurement「全球降水観測計画」
GOSAT：Greenhouse gases Observing SATellite　「温室効果ガス観測技術衛星」(日 )
GSFC：Goddard Space Flight Center　「ゴダード宇宙飛行センター」（米）
GTOS：Global Terrestrial Observing System　「全球陸上観測システム」
ICSU：International Council of Scientific Unions　「国際科学会議」
IEOS：Integrated Earth Observing System　「統合地球観測システム」(米 )
IGOS：Integrated Global Observing Strategy　「統合地球観測戦略」
IOC：Intergovernmental Oceanographic Commission　「政府間海洋学委員会」
JAMSTEC：Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology　「海洋研究開発機構」
JAROS：Japan Resources Observation System Organization　「資源探査用観測システム研究開発機構」
JAXA：Japan Aerospace Exploration Agency　「宇宙航空研究開発機構」
JMA：Japan Meteorological Agency　「気象庁」
MSG：Meteosat Second Generation「第二世代メテオサット」（欧）
MTSAT：Multi-functional Transport Satellite 「運輸多目的衛星」
NASA：National Aeronautics and Space Administration　「米国航空宇宙局」
NASDA：National Space Development Agency of Japan　「（旧）宇宙開発事業団」
NiCT：National Institute of Information and Communication Technology「情報通信研究機構」
NIES：National Institute for Environmental Studies　「国立環境研究所」
NOAA：National Oceanic and Atmospheric Administration　「米国海洋大気庁、または同庁が運用する極軌道気象衛星」
OCO：Orbiting Carbon Observatory　「軌道上二酸化炭素観測機」（米）
ODA：Official Development Aid　「政府開発援助」
PALSAR：Phased Array typeL-band Synthetic Aperture Radar　「フェイズドアレイ方式Ｌバンド合成開口レーダ」（日）
PR：Precipitation Radar　「降雨レーダ」（日）
PRISM：Panchromatic Remote-sensing Instrument for Stereo Mapping　「パンクロマティック立体視センサ」（日）
RESTEC：Remote Sensing Technology Center of Japan　「譛リモート・センシング技術センター」
SPOT：Satellite Probatoir d'Observation de la Terre　「スポット」（仏）
SSM：Special Sensor Microwave「マイクロ波放射計」（米）
TRMM：Tropical Rainfall Measuring Mission　「熱帯降雨観測衛星」（米、日）
UNEP：United Nations Environment Program　「国連環境計画」
UNESCO：United Nations Educational, Scientific and Cultural Organization　「国連教育科学文化機関」
USAF：United States Air Force　「米国空軍」
WMO：World Meteorological Organization　「世界気象機関」
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日本の科学技術の現状と今後の予測　科学技術振興による経済・社会・国民生活への寄与の定性的評価・分析　国公立大学及び公的研究機関の代表的成果調査



















































































（ 注 １） ア ン ケ ー ト 結 果：
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レーザ加工 約3,000億円（現在）のレーザ加工機市場創出（2010年には約 6,000 億円）
住宅用太陽電池 約 1,500億円（世界一）の太陽光発電システム市場創出（2010年には約 4000億円）
ITS技術 関連市場 8,814 億円（20115年には約７兆円）
光触媒 関連市場約400億円
水素急蔵材料 約３兆円の水素供給ビジネス市場創出の期待
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燃料電池自動車 現在の 0.5％程度のCO2 排出削減の期待（年間約 6,000 t - CO2：2020年）
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図表 9　本調査で収集された多様な意義をもつ成果（進展）の 48 事例
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